
みなと子どもの家運営委員会実施報告書 

館 名 みなと子どもの家 報告年月日 令和７年５月２８日 

報告者氏名 岸 正人 実施年月日 
令和７年５月２４日 

午前１０時００分から１１時００分 

出席委員 （９名） 

内海明委員      田中千勢子委員、 

平出善男委員    岩田裕之委員、 

山田めぐみ委員   脇俊之委員、 

中畝孝延委員    山田伸吾委員、 

横田佐知子委員 

欠席委員 （１名） 

小野寺潤委員 

要旨 

令和７年度第１回平塚市みなと子どもの家運営委員会実施結果について、次のとおり報告する。 

 

１． 開会 

定刻１０時から、村田青少年育成担当長の進行により会議を開始する。 

 

２． 子どもの家運営委員委嘱式 

青少年課長から交代した２名の委員の内、出席された山田めぐみ委員に委嘱状を交付した。欠席さ

れた小野寺潤委員には、委嘱状及び会議資料を後日郵送する。 

 

３． あいさつ 

島津青少年課長が行った 

 

４． 子どもの家運営委員及び市職員自己紹介 

 

５． 子どもの家運営委員会委員について 担当長から説明。 

 

６． 委員長の選出 

前年度同様、運営委員長に内海明委員を副運営委員長に田中千勢子委員を選出する。 

 

７． 議題  

内海運営委員長の司会進行により、概ね、次のような事務局説明及び質疑応答がなされた。 

（１） 利用状況については、主事から会議資料「みなと子どもの家資料」により、令和６年度は前年度に 

比べ約 23％の利用者増、12,072人となった。しかし、コロナ禍以前の 16,000人から 17,000人の利用

者数には戻っていない等を説明する。 

委員から、利用者数の時期的な特徴はあるかとの質問があり、主事から３～４月と９～１０月などの

学校の休み明けの時期の利用が比較的多い特徴がみられることを説明する。 

（２） 自主事業については、主事から会議資料「みなと子どもの家資料」により、令和６年度は「科学マ 

ジックショー」、「あそびの広場」の２回の自主事業を実施した。２回の事業ともに定員２０名を超える参

加者数となり、参加者からは好評を得ていることを説明する。 



また、令和７年度の自主事業も前年度と同様に東海大学の学生を講師に実施する予定で準備を進

めていることを説明する。 

委員からは「科学マジックショー」の内容が毎年同じであるので、講師と協議し見直をしたい方がよ 

い等の助言を得て、令和７年度の自主事業（案）は承認された。 

（３） 令和７年度みなと子どもの家留守家庭児童利用登録状況について、資料「みなと子どもの家資 

料」に基づき、主事からみなと子どもの家の設置場所が小学校から離れていること等から、他のこど

もの家と比べ、少なく、１年生１名の登録であることを説明する。 

委員からは、子どもの家留守家庭児童対策事業に関わる対象区域や事業周知についての質問等 

があった。また、岩田裕之委員（小学校長）からは、ちらし配布などによる事業周知への協力の意向が 

示された。 

（４）その他 

・施設が設置３０余年の経年に伴う、施設の安全性についての質問があった。 

・施設南側の道路の横断歩道の補修について質問があった。 

 

８． 閉会 

担当長から委員への円滑な会議運営への謝意と会議閉会を告げ、運営委員会は終了した。 

 

以上 

 
 


